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時間 内 容 効果・重視事項 

16 時頃 【準備】 

・ボランティア集合 

・近隣商店へ食材の買い出し 

 

・地域商店街や食料提供団体を活用した食材の調達 

 →地域、関係団体との連携 

17 時頃 【開始】 

学校を終えた子どもたちが入室 

・学習、学習支援 

・子どもの出来事の共有 

・夕食の準備 

・学習時間は塾講師の経験の 

あるボランティアが指導。 

→基礎学力や学習習慣の定着 

を図る。今春、中学3年生 

は全員進学。 

18 時頃 【夕食】 

・スタッフも含め全員で食事 

＜ある日のメニュー＞ 

そば飯、サラダ、クスクス（モロッコ料

理）、根菜のすまし汁 

 

・栄養バランス、季節感の 

あるメニューへの配慮 

→偏食防止、様々な食への 

興味、体の成長を支援 

19 時頃 【団らん、自由行動】 

 ・食事の片づけを手伝った子ども 

  から自由な時間を楽しむ 

 ・交流、ゲーム(トランプ等) 

・学習、集団討議、発表会、講演会 

・みんなで団らんを楽しむ 

→子ども同士、子どもと大人 

の会話や交流を通して、 

子どもの社会性を高める。 

→何気ない話から子どものサインを逃さない。 

21 時頃 【終了】 

・保護者へ帰宅メールを送信 

・全員で片付け、個別フォロー 

・初めて参加する子どもには、個別の声かけや、送

迎（付添）等も実施し、安心して居場所に参加で

きるように配慮している 

 

 

 

 


